
“子警“マ二て竿／竺ぐ苫‘可く“多マてぐ’些“くぐ警誓二繁費篇鷲冬告、びぐ＝、 cマ二 ／ ら」ーシ電ー＝かジ。序c整警く警Hv‘て w”ゾーー 

「みんなの教室」― 
多り影f、 

学習の成果を発表 ~ 

シンボルマーク 

学習の成果を発表する受講生たち 

、
 

毎

号
と
じ
こ
ん
でく
だ
さ
い
o
  

き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

去る11月23日、市中央公民館で ,「みんなの教

室」 展示発表会が行われました。 

これは、中央公民館が学習とI中間づく りを通

して得た知識、技術等を実生活の中で活用し、 

明るい家庭づく りに役立てることを目的に開い

ている 「みんなの教室」(14教室 314人参加）の

学習の成果と教室相互のコミュニケーションを 

図るために開いたものです。 

この日は、受講生1人1作品を目標に約500点

の作品が展示され、一般の見学者糸勺500人が訪れ

その出来ばえに目を見はっていました。 

―般の見学者の間からは、来年は是非とも教

室に参加したいとの声が多数寄せられていまし

た。 

平成 2年 

驚鷺ゆ驚騒 No.725 
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人口と世帯 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。学習の成果を発表する受講生たち
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去る 11月23日、市中央公民館で rみんなの教

室」展示発表会が行われました。

これは、中央公民館が学習と仲間づくりを通

して得た知識、技術等を実生活の中で活用し、

明るい家庭づくりに役立てることを目的に聞い

ている「みんなの教室J (14教室-314人参加)の

学習の成果と教室相互のコミュニケーションを

図るために聞いたものです。

この日は、受講生1人 1作品 を目標に約500点

の 作 品 が 展 示 さ れ 、 一 般 の 見 学 者 約500人 が 訪 れ

その出来ばえに目を見はっていました。

一般の見学者の聞からは、来年は是非とも教

室に参加したいとの声が多数寄せられていまし

た。
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（第725号）② 広報ごしょがわら 平成 2 年（1990年）12月15日 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

打
合
わ
せ
会
開
か
れ
る
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

す
。
各
団
体
に
お
い
て
は
正
し

打
合
わ
せ
会
が
十
一
戸
一
日
、
 

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実

市
中
央
公
民
館
で
関
係
者
約
四
 

践
し
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協

十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
同
 

力
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

運
動
の
実
施
計
画
な
ど
が
話
し
 

述
べ
ま
し
た
。
 

合
わ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
三
橋
一
彦
五
所
川

会
議
に
先
立
ち
佐
々
木
策
造
 

原
警
察
署
副
署
長
が
交
通
事
故

市
長
が
 
「年
末
年
始
は
、
お
酒
 
の
現

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期
で
 

た
。
 

(
 

こ
の
後
、
小
山
内
有
義
市
交

通
安
全
協
会
長
を
議
長
に
実
施

計
画
を
審
議
し
、
広
く
市
民
に

交
通
安
全
思
想
・
交
通
道
徳
を

普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交
通
ル
 

ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実践
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
等
、
冬
道
特
有
の

交
通
事
故
の
防
止
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。
 

期
間
中
の
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

1
2・
1
5(8
時
、
）
市
長

・
警

察
署
長
等
に
よ
る
街
頭

指
導
（
丸
大
交
差
点
）
 

1
2・
1
8(1
7時
、
）
街
頭
指
導
、
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
一

斉
指
導
（
丸大
交
差
点
）
 

1
2・
2
1(1
9時
、
）
川
端
町
、
 

東
町
、
飲
み
屋
街
へ
飲

酒
運
転
注
意
呼
び
か
け
 

1
2・
2
6(8
時
3
0分
、
）
雪
道

安
全
走
行
講
習
会

ー
脱

ス
パ
イ
ク
運
転
心
得
（
実

技
・
講
習
）
青
森
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
前
 

,
 
 

嘉
麟
難
 

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成
元
年
十
二
月
十

九
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
二
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
、
年
賀
状
等
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
年
賀
を
欠
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

〇
五
所
川
原
市
長
 

〇
市
議
会
議
長
 

〇
市
議
会
議
員

一
同
 

＠
改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
主
な
内
容
は
次
の
と
おり
で
す
。
 

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
及
び
現
に

公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄

附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

、
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
ま
す
。
ー
 
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど

の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。）
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
 

政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
0
 

後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。
 

※
一
、
二
、
四
及
び
五
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

実施計画を話し合った打合わせ会 

一
 

(第725号)②広報ごしょがわら平成 2年(1990年)12月15日

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

打
合
わ
せ
会
聞
か
れ
る

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

打
合
わ
せ
会
が
十
二
月
一
日
、

市
中
央
公
民
館
で
関
係
者
約
四

十
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ
、
同

運
動
の
実
施
計
画
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
佐
々
木
栄
造

市
長
が
「
年
末
年
始
は
、
お
酒

を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期
で

す
。
各
団
体
に
お
い
て
は
正
し

い
交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
し
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
ベ
二
一
橋
一
彦
五
所
川

原
警
察
署
副
署
長
が
交
通
事
故

の
現
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た。

実施計画を話し合った打合わせ会

こ
の
後
、
小
山
内
有
義
市
交

通
安
全
協
会
長
を
議
長
に
実
施

計
画
を
審
議
し
、
広
く
市
民
に

交
通
安
全
思
想

・
交
通
道
徳
を

普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
交
通
マ
ナ
l
の
実
践
を

習
慣
守
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
等
、
冬
道
特
有
の

交
通
事
故
の
防
止
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。期

間
中
の
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ロ
・
日

(
8時
1
)
市
長
・
瞥

察
署
長
等
に
よ
る
街
頭

指
導
(
丸
大
交
差
点
)

ロ
-
m
(口
時
1
)
街
頭
指
導
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
一

斉
指
導
(
丸
大
交
差
点
)

ロ
・
幻
(
四
時
1
)
川
端
町
、

東
町
、
飲
み
屋
街
へ
飲

酒
運
転
注
意
呼
び
か
け

ロ
-
m
(
8
時
却
分
1
)
雪
道

安
全
走
行
講
習
会
脱

ス
パ
イ
ク
運
転
心
得
(
実

技
・
講
習
)
青
森
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
前

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成
元
年
十
二
月
十

九
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
二
年
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
年
賀
状
等
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
年
賀
を
欠
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
五
所
川
原
市
長

O
市
議
会
議
長

O
市
議
会
議
員

一
同

。
改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
政
治
家

(候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
及
び
現
に

公
職
に
あ
る
者
)
は
、
寄
問
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

二
、
有
権
者
が
、
戚
迫
し
で
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄

附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

三
、
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
ま
す
。
1

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど

の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
)
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

四
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

五
、
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

」

9

※

一
、
二
、

四
及
び
五
に
よ

っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
公
民
権
停
止
の

対
象
と
な
り
ま
す
。



運 動 の 重 点 

1.飲酒運転の追放 

酒気帯運転 免許停止 

2 ．シートベルト着用の徹底 

3 ．違法駐車の締め出し 

③平成2 年（1990年）12月15日 
	

広報ごしょがわら 
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ゆとりで走ろう五所川原市 

 

懸繊§県菱親轟舞麓 

 

~ 

〇 年末はお酒を飲む機会が増えます。 

飲酒運転は絶対やめましょう。 

〇 この季節、積雪のため道路の幅が狭くな

ります。 

違法駐車は交通渋滞や交通事故の原因に 
、 

なります。 

〇 不測の事態に備え、必ずシートベルトをグ

ドライバーはもちろん、同乗者にも必ず

シートベルトを着用させましょう。 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 
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運 動の重点
1 .飲酒運転の追放….. . .・ H ・...・H ・...0飲酒運転

酒気帯運転

2 .シートベルト着用の徹底...・H ・..0違反点

免許取消

免許停止

1 点

3 .違法駐車の締め出し...・H ・..……O違反点 1 点

0 年末はお酒を飲む機会が増えます。

飲酒運転は絶対やめ ましょう。

0 この季節、積雪のため道路の幅が狭くな

ります。

違法駐車は交通渋滞や交通事故の原因に

なります。

0 不測の事態に備え、必ずシー トベルトを!!

ドライパーはも ちろん、同乗者にも必ず

シー トベルトを着用させまし ょう。

五所川 原市交通安全対策協議会
五所川原 警 察 署



落成し た五所川原小学校 

広報ごしょがわら 平成 2 年（1990年）12月15日 

警麟曹 
薦舞撤 湯慧雄掲隣謀 

平
成
ニ
年
は
、
春
以
来
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
台
風
十

九
号
に
よ
る
大
雨
と
＋
一
月
四

日
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
予
想

以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
 

特
に
り
ん
ご
の
被
害
は
大
きく
、
 

稲
作
も
ま
た
や
や
豊
作
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
 

漆
川
工
業
団
地
に
各
種
メ
ー
タ
 

ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
製
造
の
卿
一
一
一

友
製
作
所
と
電
気
・
自動
車
部

品
製
造
の
協
伸
工
業
囲
、ま
た
、
 

待
望
の
男
子
型
企
業
で
自
動
車

試
作
用
金
型
製
造
の
鳥
羽
工
産
 

「梅まつり」で梅おとめに選ばれた山下郁美さん（中）と準梅
おとめの小松はるみさん（右）・伝法谷優子さん（左） 

1
.
1
 

2 

に
v
 

に
J
 

1
 

17 10 

新
年
名
刺
交
換
会
開
く
 
百
三
十
人
参
加
 

市
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
を
行
う
 

成
人
式
を
行
う
（
六
百
十
五
人
が
新
成
人
に
）
 

冬

・
フ
エ
ス
テ
バ
ル
開
く
（

、
1
1、
1
2、
3
・
2
5)
 

平
成
元
年
度
「
市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
 
の
表
彰
 

5 6 7 

式
が
行
わ
れ
る
 

平
成
二
年
第
一回
定
例
市
議
会
開
く
（
、
週
 

金
多
豆
蔵
一
座
五
十
五
周
年
記
念
「
人
形
劇
フ
エ
ス
テ
バ
 

ル
」
 
開く
 

・

1
0
 各
種
メ
ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
製
造
の
囲
三
友
製
作
所
が
 

進
出
、
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
に
調
印
 

第

一
回
ごし
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
を
開
く
（

、
3
0)
 

電
気
・
自動
車
部
品
製
造
の
協
伸
工
業
囲
が
進
出
、
工
場
 

立
地
に
関
す
る
協
定
に
調
印
 

「春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
始
ま
る
（
、
辺
 

第
十
八
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
開
く
（
、
翌
 

「お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
を
行
う
 

「ち
び
っ
子
農
園
」
ォ
ー
プ
ン
 

1
0
 市
営
毘
沙
門
牧
場
で
牛
の
放
牧
始
ま
る
 

1
4
 県
に
対
す
る
平
成
三
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
を
青
森

市
で
開
き
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
 

最
重
点
事
業
十
六件
を
説
明
、
実
現
を
要
望
す
る
 

2
0
 第
七
回
全
国
一
斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会開
く
、
お
祭
り

広
場
発
着
に
五
十
五
チ
ー
ム
・
二
百
五
十
人
参加
 

2
0
 「野
鳥
の
村
」
ォ
ー
プ
ン
、
市
民
自
然
観
衣
欠云
開く
 

5
 
市
消
防
団
観
閲
式
を
行
う
 

1
1
 第
ニ
回
定
例
市
襲
ム
開く
了
四
 

1
4
 平
成
二
年
度
北
辰
大
学
開
講
、
二
百
人
出
席
 

2
1
 市
道
漆
川
八
号
線
が
開
通
 

・

1
 
市
立
五
所
川
原
小
学
校
の
移
転
新
築
工
事
が完
成
、
落
成

式
を
行
う
 

7
 
第
一
回
牧
場
・
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
を
開
催
（、
1
5)
 

1
1
 自
動
車
試
作
用
・
航
空
機
用
金
型
製
造
の
鳥
羽
工
産
囲
が

進
出
、
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
に
調
印
 

1
2
 第
三
回
臨
時
市
議
会
開
く
 

2
3
 第
四
回
臨
時
市
議
会
開
く
 

3
0
 一
干
一
世
紀
五
所
川
原
市
民
会
議中
央
集
会
開
く
 

2
 
五
所
川
原
「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
始
ま
る
（

、
7
)
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(第725号)④広報ごしょがわら平成 2年(1990年)12月15日

「梅まつり」で・梅おとめに還ばれた山下郁美さん(中)と準梅
おとめの小松はるみさん(右)・伝法谷優子さん(左)

平
成
二
年
は
、
春
以
来
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
台
風
十

九
号
に
よ
る
大
雨
と
十
一
月
四

日
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
予
想

以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
り
ん
ご
の
被
害
は
大
き
く
、

稲
作
も
ま
た
や
や
豊
作
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

漆
川
工
業
団
地
に
各
種
メ
ー
タ

ー
周
ス
プ
リ
ン
グ
製
造
の
側
三

友
製
作
所
と
電
気
・
自
動
車
部

品
製
造
の
協
伸
工
業
側
、
ま
た
、

待
望
の
男
子
型
企
業
で
自
動
車

試
作
用
金
型
製
造
の
鳥
羽
工
産

T
i

-

-
i
 

新
年
名
刺
交
換
会
聞
く
斤
二
一卜
人
参
加

市
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
を
行
う

成
人
式
を
行
う

(六
百
十
五
人
が
新
成
人
に
)

冬

・
フ
ェ
ス
テ
パ
ル
聞
く

(l
u
、
ロ
、

3
-
m
)

平
成
元
年
度
「
市
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

2 

17 10 15 5 

落 成した五所川原小学校

q
u

・。。
に
d

q
L
 

4
・
叩ハUワ

臼
ヴ
，

q
L
 

n
Hd
 

円

L

PD

・
po

n
U
 

T
i
 

A
せ

T
4
 

nu 
ワ臼

n
b

・
F
b

-ょ1
i
 

4
 

1
i
 

-
i
 

q
L
 

ヴ''・

t
iつ臼

可
E
・4

q
d
 

q
L
 

日

u
q
J
 

8

・
2 16 15 

式
が
行
わ
れ
る

平
成
二
年
第

一
凶
定
例
市
議
会
開
く

(1
日
)

金
多
豆
蔵

一
座
五
十
五
周
年
記
念
「
人
形
劇
フ
エ
ス
テ
パ

ル
」
聞
く

各
種
メ
ー
タ
ー
用
ス
プ
リ
ン
グ
製
造
の
側
三
友
製
作
所
が

進
出
、
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
に
調
印

第

一
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
を
開
く

(i
m
)

電
気

・
白
動
車
部
品
製
造
の
協
伸
工
業
闘
が
進
出
、

工
場

立
地
に
関
す
る
協
定
に
調
印

「春
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
始
ま
る

(1
却
)

第
卜
八
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
聞
く

(
i
m
)

「お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

l
ス
返
り
初
め
会
」
を
行
う

「ち
び
っ
乙
J

農
園
」
オ
ー
プ
ン

市
営
昆
沙
門
牧
場
で
牛
の
放
牧
始
ま
る

県
に
対
す
る
平
成
三
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
を
青
森

市
で
聞
き
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、

最
重
点
事
業
卜
六
件
を
説
明
、
実
現
を
要
望
す
る

第
七
回
全
国

一
斉
ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
l
大
会
聞
く
、
お
祭
り

広
場
発
去
に
五
卜
五
チ
l
ム

・
二
百
五
ト
人
参
加

「
野
烏
の
村
」
オ
ー
プ
ン
、
市
民
白
然
観
察
会
開
く

市
消
防
団
観
閲
式
を
行
う

第
二
回
定
例
市
議
会
開
く

(1
m
)

平
成
二
年
度
北
辰
大
学
開
講、

二
行
人
出
席

市
道
漆
川
八
号
線
が
開
通

市
立
五
所
川
原
小
学
校
の
移
転
新
築
工
事
が
完
成、

落
成

式
を
行
・
フ

第

一
一凹
牧
場

・
花
口
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま

つ
り
を
開
催

(1
日
)

自
動
車
試
作
用
・
航
空
機
用
金
型
製
造
の
鳥
羽
工
産
制
が

進
出、

工
場
立
地
に
閲
す
る
協
定
に
調
印

第
三
回
臨
時
市
議
会
聞
く

第
四
回
臨
時
市
議
会
開
く

二
十

一
世
紀
五
所
川
原
市
民
会
議
中
央
集
会
聞
く

五
所
川
原
「
虫
お
く
り
と
火
ま

つ
り
」
始
ま
る

(1
7
)

20 11 7 



襲
嘘
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d
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響
幾
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藩
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舞
 

醐
の
進
出
が
決
定
し
た
ほ
か
、
 

市
立
五
所
川
原
小
学
校
が
完
成

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
北
限

の
梅
林
と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ

た
「ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
 

や
「
牧
場
・
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
た

こ
と
な
ど
、本
市
が
津
軽
半
島

の
拠
点
都
市
と
して
、
ニ
十
一

世
紀
を
め
ざ
し
、
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
の
展
望
が
開
け
た
一

年
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
っ
か
。
 

今
年
一
年
を
振
り
か
え
っ
て

み
ま
し
た
。
 

市民の声援に笑顔でこたえる旭富士関 

広報ごしょがわら 	 （第725号） ⑤平成 2 年（1990年）12月15日 

れる 佐々木市長からスポーツ栄誉賞を贈
バレーボールの三橋栄三郎さん 

自衛隊員によるーッ谷地区の旧十川堤防で行われた
土のう積み作業 

漆川工業団地への工場立地基本協定書に調印後、握手を交わす
佐々木市長（右）、佐藤喜四郎代表取締役（中）、藤川県出納長（左） 

10 11 

2
 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
園
」
移
転
新
築
工
事
に
着
工
 

5
 
第
一
回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
か
れ
る
 

2
0
 横
綱
旭
富
士
関
昇
進
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
 

2
0
 第
五
回
臨
時
市
議
会
を
開
く
 

二
十
一
世紀
五
所
川
原
市
民
会
議
地
域
集
会
を
開
く
（、
2
4、

 

1
0・

 2
、
4
)
 

・

1
2
 第
二
十
七
回
市
老
人
福
祉
大
会
を
開
く
 

1
4
 第
六
回
定
例
市
議
会
を
開
く
（
、
翌
 

2
0
 台
風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
で
旧
十
川
等
が
増
水
し
、
陸
上
 

自
衛
隊
（
百
名
）
の
派
遣
を
要
請
 

2
8
 市
内
三
農
協
合
併
予
備
契
約
の
調
印
式
を
行
う
 

'
7
 

「岩
木
川
ふ
る
さ
と
村
」
が
開
村
さ
れ
る
 

9
 
市
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
る
 

9
 
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
を
設
立
 

1
7
 市
社
会
福
祉
大
会
が
開
か
れ
る
 

2
6
 第
七
回
臨
時
市
議
会
を
開
く
 

3
1
 平
成
二
年
度
市
税
完
納
表
彰
式
を
行
う
 

2
 
新
湊
橋
が
開
通
 

2
 
三
橋
栄
三
郎
さ
ん
に
市
ス
ポ
ー
ッ
栄
誉
賞
を
贈
る
 

3
 
平
成
二
年
度
市
文
化
褒
賞
・
市褒
賞
並
び
に
内
助
功
労
章
 

の
表
彰
式
を
行
う
 

4
1
5
 
低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、
家
屋
と
り
ん
 

ご
に
多
大
な
被
害
が
出
た
 

8
 
市
水
道
事
業
所
庁
舎
、
管
理
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に
着
工
 

1
0
 第
七
回
ご
J
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
開
く
（

、
1
1)
 

3
0
 第
八
回
定
例
市
議
会
を
開
く
（

、
1
2・
1
3)
 

9 
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側
の
進
出
が
決
定
し
た
ほ
か
、

市
立
五
所
川
原
小
学
校
が
完
成

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
北
隈

の
梅
林
と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ

た
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」

や
「
牧
場
・
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
た

こ
と
な
ど
、
本
市
が
津
軽
半
島

の
拠
点
都
市
と
し
て
、
二
十
一

世
紀
を
め
ざ
し
、
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
の
展
望
が
開
け
た
一

年
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
年
一
年
を
振
り
か
え
っ
て

み
ま
し
た
。

自衛隊員によるーツ谷地区の旧十川堤防で行われた
土のう積み作業

市民の声援に笑顔でこたえる旭富士関

三夜製作所工駐地基本協定調印

L 

佐々木市長からスポーツ栄誉賞を贈られる

バレーボールの三橋栄三郎さん

漆川工業団地への工場立地基本協定書に調印後、鐘手を交わす
佐々木市長(右)、佐藤喜四郎代表取締役(中)、藤川県出納長(左)

養
護
老
人
ホ
l
ム
「
く
る
み
園
」
移
転
新
築
工
事
に
石
工

第

一
回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
聞
か
れ
る

横
綱
旭
富
士
関
昇
進
祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る

第
五
回
臨
時
市
議
会
を
聞
く

二
十
一
世
紀
五
所
川
原
市
民
会
議
地
域
集
会
を
聞
く
(1
弘、

m
-
2
1
4
)
 

第
二
卜
七
川
市
老
人
福
祉
大
会
を
聞
く

第
六
同
定
例
市
議
会
を
聞
く

(i
U
)

台
風
ト
九
号
に
よ
る
大
雨
で
旧
十
川
手
が
増
水
し
、
陸
上

自
衛
隊
(
百
名
)
の
派
遣
を
要
請

市
内
一
三
農
協
合
併
予
備
契
約
の
調
印
式
を
行
う

「岩
木
川
ふ
る
さ
と
村
」
が
開
村
さ
れ
る

市
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
る

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
を
設
立

市
社
会
福
祉
大
会
が
聞
か
れ
る

第
七
回
臨
時
市
議
会
を
聞
く

平
成
二
年
度
市
税
完
納
表
彰
式
を
行
う

新
湊
橋
が
開
通

三
橋
栄
三
郎
さ
ん
に
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
を
贈
る

平
成
二
年
度
市
文
化
褒
賞

・
市
安
賞
並
び
に
内
助
功
労
立

の
表
彰
式
を
行
う

4
1
5

低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
、
家
屋
と
り
ん

ご
に
多
大
な
被
害
が
出
た

市
水
道
事
業
所
庁
舎
、
管
理
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に
者
工

第
七
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
聞
く

(1
日
)

第
八
固
定
例
市
議
会
を
聞
く

(1
U
・
日
)

2 21 20 20 5 
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平成 2 年（1990年）12月15日 
	

広報ごしょがわら 	 （第725号）⑥ 

‘責‘晦健途‘島成碕修母集山山響閣~ 

地域ぐるみで青少年を健やかに育てようと

開かれた研修の集い 

五所川原市少年指導委員協議会（横山友昭会

長）主催の 「青少年健全育成研修の集い」 が11 

県下俳句大会 
津軽鉄道開業60周年記念二二・’ 

津軽鉄道水車吟社（三和算村代表）主催の県

下俳句大会が11月27日、中央公民館で開かれま

した。 同大会には、県内各地から俳人約50人が

参加し、宿題と 「白鳥」、「冬構」、「時雨」 の 3 

つの席題で行われ、皆真剣な表情で取り組んて与

いました。 席題、雑詠総合の上位入賞者は次の 

とおりです。 	 （敬称略） 

①山本北帰（岩崎村）②松宮梗子（五所川原市） 

③成田千空（同）④会津正治（板柳町）⑤長内

舛骨（金木町）(6）津川あい（青森市）（⑦）三和算

村（五所川原市） 

月29日、中央公民館で開かれました。 これは、 

地域ぐるみで青少年を健やかに育てようーと今

年初めて開いたもので、市の少年指導委員や少

年補導協力員、学校・PTA関係者など約 150 

人が参加しました。 

初めに、・横山会長と釜落裕市教育長がそれぞ

れあいさつを述べました。 

続いて先ごろ開かれた 「少年の主張」 コンク 

ールで市長賞を受賞した長尾麻美さん（鶴ケ岡

小 6 ） と永沢美佐子さん（五四中 3 ） がそれぞ

れ「努力することの大」JJさ」「命の尊さ」 と題し

た意見発表を行いました。 その後、県総合社会

教育センターの成田栄子家庭教育相談員が「今、 

子供たちが訴えていること」 をテーマに講演を

行い、参加者らは熱心にメモを取りながら聞き

ブ、っていました。 

県内各地から俳人が集まり開かれた大会 

' 
	

第27回県下弓道射会開かれるて‘寧奮甘ザ 
五所川原弓道会（鎌田嘉兵衛会長）主催の「第 

27回県下弓道射会」 が三道会館で開かれ、県内 

19団体の75人が参加し、 日ごろの鍛練の成果を

競い合いました。 

参加者は、作法にのっとった済iれるような動

作の中で、的を射んとす表情は真剣そのもの。 

競技は、 4 人1組で的を射一た合計点で競われ

ました。 また、同時に裏千家淡交会青森支部五

所川原分会（分会長会津まり） による恒f列の茶

会も催され、選手は、行射一の合間を見て抹茶を

いただきくつろいだひとときを過ごしました。 

結果は次のとおりです。 	 （敬称略） 

①八戸B （加藤正和、鈴木晃、伊勢恒雄、中道

藤雄）（②）八戸A （渡辺英俊、丸山東保子、田中

正橘、玉川真純）③五所川原A （成田栄治、成

田治哉、花田英夫、工藤誠ー） 

日ごろの鍛練の成果を競った大会 
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地域ぐるみで青少年を健やかに育てようと
聞かれた研修の集い

五所川原市少年指導委員協 議会(横山友昭会

長)主催の「青少年健全育成研修の集い」が11

県，(:(取得下剤;ホ会 川
内;};:b:;?:)X:)}'::t，':;~(:~.1と津軽量失道開業60周年記念;~.;).I

津軽鉄道水車吟社(三和 筆 村 代表)主催の県

下俳句大会が11月27日、 中央公民館で聞かれま

した。同大会には、県内各地から俳人約50人が

参加し、宿題と「白鳥」、「冬構」、「時雨」の 3

つの席題で行われ、皆真剣な表情で取り組んで

いました。席題、雑詠総合の上位入賞者は次の

とおりです。(敬称略)

①山本北帰(岩崎村)②松宮梗子(五所川原市)

③成田千空(同)④会津正治(板柳町)⑤長内

州骨(金木町)⑥津川あい(青森市)⑦三和筆

村(五所川原市)

地域ぐるみで青少年を健やかに育てようーと今

年初めて聞いたもので、市の少年指導委員や少

年補導協力員、学校 .PTA関係者など約 150

人が参加しました。

初めに、横山会長と釜葡裕市教育長がそれぞ

れあいさつを述べました。

続いて先ごろ聞かれた「少年の主張」コンク

ールで市長賞を受賞した長尾麻美さん(鶴ヶ岡

小 6)と永沢美佐子さん(五四中 3)がそれぞ

れ「努力することの大切さ J ，-命の尊さ」と題し

た意見発表を行いました。その後、県総合社会

教育センターの成田栄子家庭教育相談員が「今、

子供たちが訴えていること」をテーマに講演を

行い、参加者らは熱心にメモを取りながら聞き

入っていました。

、伊""""、'"也""""'"、，、，

県内各地から俳人が集ま り聞かれた大会

鰍 開閉熱闘藤組室長閉治活続麟 …ん

日ごろの鍛練の成果を競った大会

五所川原弓道会(鎌田嘉兵衛会長)主催の l第

27回県下弓道射会」が三 道会館で聞かれ、県内

19団体の75人が参加し、日ごろの銭諒東の成果を

競い合いました。

参加者は、作法にのっとった流れるような動

作の中て¥的を射んとす表情は真剣そのもの。

競技は、 4人 1組で的を射た合計点で競われ

ました。また、同時に裏千家淡交会青森支部五

所川原分会(分会長会津まり)による恒例の茶

会も催され、選手は、行射の合聞を見て抹茶を

いただきくつろいだひとときを過ごしました。

結果は次のとおりです。(敬称略)

①八戸B (加藤正和、鈴木晃、伊勢恒雄、中道

藤雄)②八戸A (渡辺英俊、丸山東保子、田中

正橘、玉川真純)③五所川原A (成田栄治、成

田治哉、花田英夫、工藤誠一)
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、、・産をを涜します一一一ー 
〇売払物件 

物件 所 	在 地目 数 量 

土 	地 
七ッ館字鶴ケ沼 

155番地6 他 
宅 地 270. 72mg 

レ入札・開札の日時及び場所 

〇日時 12月21日（金）午前10時入札、即時開札

〇場所 市役所 5 階第 3 委員会室 

レ説明会 12月20日（木）午前10時から市役所 5 

階第 3 委員会室 

レ入札保証金 入札金額の100 分のlou上（現

金または、金融機関が振り出し若しくは支払

保証をした小切手とするJ  

レ契約の締結 落札決定の日から 7 日以内

レ契約保証金 契約金額の 100 分の10以上（現 

金または、金融機関が振り出し若しくは支払 

保証三をした小切手とするJ 

レ入札の方法 一般競争入札とする。 

ン入札参加者の資格 地方自治法施行令第 167 
条の 4 第 1項及び第 2 項に該当しない方であ

ること。 

レ入札の無効 入札参加資格のない方のした入 

札及び入札条併ニに違反した入札は無効とする0 
※そのf也詳細については、市財政部財政課管財

係（”選）2111番内線356・357番）へお間い合わ

せください。 

鷲雇用保険』1さぬ >00カ●受給慧推進月ミ間嬉長成3X$& .'O( )OC )C O ,000) OCQ 

編おる競塗」雇用保険制度「を正8［夢ぐ理解「げでi戸腔腔喫認だ翌氾う脊間で1本＝＝り。。。。。） 

レ雇用保険受給者の皆様へ 

〇失業給付とは一失業を余儀なくされた方の生

活の安定を図り、安心して仕事を探すことに

専念していただき、早期就職を目的としてい

る制度です。 

〇受給要件は一①現在失業している方で、積極

的に仕事を探しており、いつでもイ動ける状態

にあることが必要です。（②）したがって、結婚

して家事に従事する方や、定年退職後しばら

く休養する方など就職する意」思や能力が欠け

ている場合は、失業給イ寸は受けられません。 

「離職票0耳為造や期問・賃金水増し等はやめま 

“りんご農家のみなさんへ” 

しょう」 

失業認定申告書は正しく書きましょう」 

レ次のような場合は必ず申告しましょう 

〇就職したとき （就冴哉した年月日は正確に） 

〇自分で仕事を始めたとき〇就労・手伝いをし 

たとき （収入がなくても）〇内職収入があった 

とき 

⑨失業給付の趣旨を正しく理解し、不正受給防 

止にご協力をお願いします。 

※なお、失業給付についてご不明の点や、職業 

相談等につきましては、五所川原公共職業安 

定所（"（⑩31 71番）へどうぞ。 

'- 

強風による農作物の被害調査について 
去る11月 4 日の強風により農作物1（りんご） 

に被害を受けられた方々に対し、‘慎んでけひ見舞

い申しあげます。 

市税務課では、被害状況を把握するため、；タこ

により調査いたします。 必要書類等を持参のう

え、ili税務課へおいでください。 

なお、被害の程度により市税を減免すること

もあります。 

レ調査期間 12H1711（月）~21日（劃 9:OO-15:QO 

レ必要書類等 〇印鑑〇販売精算の終了したも

の…仕切書等〇委託販売で精算未了のもの…

農協等の出荷証明書〇そのイ也…在庫、贈答品

及び家事消費分の数量（箱） 

※既に一部通知している方々もありますが、今

回はその方々以外を対象とします。 

なお、詳しいことは市税務課市民税係（”電⑤ 

2111番内線212番）へどうぞ。 
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議選;廊肩:財JJ産港公表1jbjJ意喚問
0売払物件

所 在

七ツ館字鶴ヶ沼
155番地6 他

1>入札 ・開札の日時及び場所

0 日時 12月21日(金)午前10時入札、即時間札

0場所市役所 5階 第 3委員会室

1>説明会 12月20日(木)午前10時から市役所 5

階第 3委員会室

1>入札保証金 入礼金額の 100分 の10以上 (現

金または、金融機関が振り 出 し若しくは支払

保証をした小切手とするJ

1>契約の締結 落 札 決 定 の 日 か ら 7日以内

1>契約保証金 契約金額の 100分の10以上(現

金 ま た は 、 金 融 機 関 が 振 り 出 し 若 し く は 支 払

保証をした小切手とする。)

1>入札の方法 一般競争入札とする。

じ〉入札参加者の資格 地方自治法施行令第 167

条の 4第 1項 及 び 第 2項に該当しない方であ

ること。

1>入札の無効 入札参加資格のない方のした入

札及び入札条件に違反した入札は無効とする。

※その他詳細については、市財政部財政課管財

係 (ft⑮ 2111醤内線356・357醤 ) へ お 問 い 合 わ

せください。

滋裏鵬険金象協賜績灘湖周怨殿劇場建溺芸懇
脳 錦織論 彦 経際 麟 際機網野滋開潟苓李総

1>雇用保険受給者の皆様へ

0失業給付とはー失業を余儀なくされた方の生

活の安定を図り、安心して仕事を探すことに

専念していただき、早期就職を目的としてい

る制度です。

0受給要件はー①現在失業している方で、積極

的に仕事を探しており、いつでも働ける状態

にあることが必要です。②したがって、結婚

して家事に従事する方や、定年退職後 しばら

く休養する方など就職する意思や能力が欠け

ている場合は、失業給付は受けられません。

「離職票の偽造や期間・賃金水増し等はやめま

しょう」

「失 業 認 定 申 告 書 は 正 し く 書 き ま し ょ う」

b次のような場合は必ず申告しましょう

0就 職 し た と き ( 就職し た年月日は正確に)

0 自分で仕事を始めたとき 0就労・手伝いをし

たとき(収入がなくても) 0内職収入があった

とき

。失業給付ーの趣旨を正しく理解し、不正受給防

止にご協力をお即異いします。

※なお、失業給付についてご不明の点や、職業

相談等につ きましでは、五所川原公共職業安

定所(宮⑪ 3171番)へどうぞ。

..りんご農家のみなさんヘグ 刷

三強風による;農作:物の:被害調査iと;ふじイゼ:系新説
去る 11月 4日の強風により農作物(りんご)

に被害 を受けられた方々に対し、悼んでお見舞

い申しあげます。

市税務課では、被害状況を把握するため、次

により調査いたします。必要;:!J'類等を持参のう

え、市税務課へおいでください。

なお、被害の程度により市税を減免すること

もあります。

1>調査期間 12月17日(月)-21日(鉛 9:00-15:00

1>必要書類等 0印鑑0販 売 精 算 の 終 了 し た も

の…仕切書等0委託販売で精算未了のものー・

農協等の出荷証明書0 その他・・・在庫、贈答品

及び家事消費分の数量(箱)

※既に一部 通 知 し て い る 方 々 も あ り ま す が 、 今

回はその方々以外を対象とします。

なお、詳しいことは市税務課市民税係(宮⑮

2111番内線212番)へどうぞ。

年末年始は地 域 ぐ る み で
青少年によい環境を

市青少年対策室 (ft⑩2941番)
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ク水は地球の命です．万 
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路上にある車両乗上げ鉄板及び自動販売機等

は、除排雪車両が激突し事故発生の原因となり

ます。 

5. 危険箇所には、標識等を設置して下さい。 

物1損事故を未然に防止するために必要であり

ます。 

6. 作業中の除排雪車両には近寄らないで下

さし、。 

除排雪車両は大型であり、作業中は前進後退

を繰り返えす場合が多く、作業範囲を広く必要

とします。 巻き込まれるおそれがあり危険です。 

7．ゴミは指定した日時と場所を守って捨て

て下さし、。 

汚染と美観をそこねる原因となります。 

除排雪についてのお問い合せは、五所川原市

除排雪対策本部（広田字柳沼 3 番地1号 電話

国）432 1番・（⑩4322番）へお,願いします。 

市では、冬期間の通動通学等生活関連道路を

確保するために、12月15日五所川原ili除排雪対

策本部を設置しました。 

円滑な除排雪作業を行うため、道路を利用す

る皆さんに次のことについて、 ご協力をお願い

します。 

1 ．路上駐車はしないで下さい。 

路上駐車は除排雪作業の妨げとなります。 悪主

車禁止区域は勿論、 それ以外の区域であっても

路上駐車はしないで・下さい。 

2 ．道路に雪を捨てないで下さい。 

r 道路に雪を捨てますと、円滑な交通の確保が

出来なくなり、万一災害が発生した場合妨げに

なるほど皆さんの日常生活に大きな支障を及ぼ

すことになります。 

3. 歩道の雪は車道の路肩に積み上げて下さ 

、。 

4．路上の鉄板等は撤去するなど安全な場所

に移動して下さし、。 

水道管の凍結にご注意を” 市水道事業所 

これから、 日毎に寒さが厳しくなると水道管

の凍結や破裂事故が多く発生します。 

とくに気温がマイナス摂氏 4 度」』よ下になると、 

防寒等の不完全なものは凍結したり、破裂する

ことがありますので次のことに●主意してくださ 

’り*抜栓不凍栓を備え付けの場合 
長い間家を空けるようなときや就寝前には

必ず水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり止

まるまて各閉め、蛇口を一杯に開いてください。 

レ電熱ヒーター利用の場合 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を 

ボックスで囲むようにしてください。 

レむき出しの管や、屋外に蛇口がある場合

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温材（毛布類・コモ等） を巻き付ける

ようにしてください。 

もしも 

凍らせてしまったら 
軽い凍結の修理の仕方 

〇凍結したときは、露出している管（保温筒な  

どは取りはずす）や、蛇口などにタオルかぞ

うきんを巻きつけ、 その上からお湯をゆっく

りかけると、軽し号東結ですと水が出るように

なります。 

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、 また

電気を直接流す解氷などは、虫剖コの破裂や火

災の危険がありますので十分ご注意ください。 

〇それでも解けないときは、お近くのft了指定水

道工事店にお申し込みください。 

※凍結防止の放水はやめてください。 

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、 

メーターが次第に上がり、春の検針精算の際、 

料金にハネ返り思わぬ支出となりますので、 

放水はやめてください。 
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市では、冬期間の通勤通学等生活関連道路を

確保するために、 12月15日五所川原市除排雪対

策本部を設置しました。

円滑な除排雪作業を行うため、道路を利用す

る皆さんに次のことについて、ご協力をお願い

します。

1 .路上駐車はしないで下さい。

路上駐車は除排雪作業の妨げとなります。駐

車禁止区域は勿論、それ以外の区域であっても

路上駐車はしないで下さ ¥"0

2.道路に雪を捨てないで下さし、。

道路に雪を捨てますと、円滑な交通の確保が

出来なくなり、万一 災害が発生した場合妨げに

なるほど皆さんの日常生活に大きな支障を及ぼ

すことになります。

3.歩道の雪は車道の路肩に積み上げて下さ

し、。

4.路上の鉄板等は撤去するなど安全な場所

に移動して下 さい。

路 上 に あ る 車 両 乗 上 げ 鉄 板 及 び 自 動 販 売 機 等

は、除排雪車両が激突し事故発生の原因となり

ます。

5.危険箇所には、標識等を設置して下さい。

物損事故を未然に防止するために必要であり

ます。

6.作業中の除排雪車両には近寄らないで下

さし、。

除排雪車両は大型で、あり、作業中は前進後退

を繰り返えす場合が多く、作業範囲を広く必要

とします。巻き込まれるおそれがあり危険です。

ワ.ゴミは指定した日時と場所を守って捨て

て下さし、。

汚染と美観をそこねる原因となります。

除 排 雪 に つ い て の お 問 い 合 せ は 、 五 所 川 原 市

除排雪対策本部(広田字柳沼 3番地 1号 電話

@l4321番・⑮4322番 ) へ お 願 い し ま す。

機!?鱒;管im樹脂訴事需ji抑 制糊禅 (幕開i稿
これから、日毎に寒さが厳しくなると水道管

の凍結や破裂事故が多く発生します。

とくに気温がマイナス摂氏 4度以下になると、

防寒等の不完全なものは凍結したり、破裂する

ことがありますので次のことに注意してくださ

f>水抜 栓・不凍栓を備え付けの場合

長い間家を空けるようなときや就寝前には

必ず水抜栓 ・不凍栓のハンドルをしっかり止

まるまで閉め、蛇口を一杯に聞いてくださいo

b電熱ヒータ一利用の場合

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を

ボックスで囲むようにしてください。

f>むき出しの管や、屋外に蛇口がある場合

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温材(毛布類 ・コモ等)を巻き付ける

ようにしてください。

もしも

凍らせてしまったら
軽い凍結の修理の仕方

0 凍結したときは、露出している管(保温筒な

どは取りはずす)や、蛇口などにタオルかぞ

うきんを巻きつけ、その上からお湯をゆっく

りかけると、軽い凍結ですと水が出るように

なります。

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、また

電気を直接流す解氷などは、蛇口の破裂や火

災の危険がありますので十分ご注意くださし、。

0 それでも解けないときは、お近くの市指定水

道工事庖にお申し込みください。

※凍結防止の放水はやめてください。

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、

メーターが次第に上がり、春の検針精算の際、

料金にハネ返り思わぬ支出となりますので、

放水はやめてください。

グ水は地球の命ですグ
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市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿を

作成します。 

これは、法律に基づいて1月1日現在で行わ

れるものです。 

農家のみなさんは、「選挙人名簿登載申請書」 

を提出してください。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月15日以降

に行政連絡員等を通じて各農家に配布します。 

農家のみなさんは、申請書に記入のうえ 1月 

10日までに行政連絡員等にお渡しください。 

レ選挙資格のある人 

〇市内に住所があり、10アール以上の農地を

耕作している世帯で、年間60日」ノス上耕作に

従事している人 

〇昭和46年 4 月 1 日以前に生まれた満20歳以 

上の人で農家世帯主と同居している親族 

(6親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

010アール以上耕作している農業生産法人の

組合長または社員（年間60日」に工上耕イ乍に従

事している人） 

レ記入事項 

①申請者の住所・氏名 （押印してください） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯員の氏名・続柄（世帯主

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

※申請用紙が配布されなかったり、記入上不明

な点がありましたら市農業委員会（”選）21 11 

番内線229・230番）へご連絡ください。 

, 

年末の 「ゴミ」 の収集は、12月29日（土） ま

で平常どおり行います。31日（月）は休みます。 

新年は 1月 4 日 （金） から平常どおり収集し

ます。 

なお、野里不燃物埋立地は12月31日（月）午前

中まで、 自己搬入のみ利用できます。 また新年

は 1月 3 日（木）から平常どおり引き受けます0 

休み期間中は、ごみ集積場所はごみ捨て場で

はありませんので絶対にごみを出さないように

お願いします。 

ー燃えるごみー 

高瀬中央衛生センターと稲垣西部衛生センタ 

ーの燃えるごみは12月29日 （土） まて下自己搬入 

（無料）で利用できます。 

新年は 1月 4 日 （金）から平常どおり弓は受

けます。 

初心煮ス無蕊講習禽搬I 
レ日時 平成 3 年1月15日（火） 10 : 0O-15: 00 

D場所 勤労者野外活動施設（狼野長根公園） 

レ受講資格 小学生以上 

レ受講料 無料 

レ講師 五所川原スキー協会指導員 

レ締切 当日の午前 9 時30分まて与 

レその他 スキー用具、昼食持参のこと （貸ス 

キーは数が限定） 

レ申し込み先 勤労者野外活動施設（廿（②⑨）3631 

番）へどうぞ。  

国民年金の保険拳トの納め忘れはありませんか。 

納め忘れの保険恥Iがありますと、万一の事故

のときや、年金を請求するときになって、納付

期間が足りないということで年金が受けられな

いことにもなりかねません。 

保険料の未納期間があるとその分、年金額が

少なくなります。 また、保険恥＋の未納期間が長

くなると、年金が受けられないことにもなりま

すので、保険料が未納とならないように注意し

てください。 

確実に訪れる長寿社会のなかで、生計の支え

となる年金が、納め忘れのために受けられない

ということのないように、国民年金の保険料は

毎月キチンと納めるようにしましょう。 

平成3年‘ Iーーー凸二”= 

新年名刺交換会 

レ日時 平成 3 年 1月 1日（火）午前11時

レ場所 市民文化会館 2 階 

レ会費 	1 ,500円（申し込みと同時に糸内入くだ 

さいJ 

レ申し込み締切 12月20日（木） 

レ申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

議戸J〒 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

, 
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市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿を

作成します。

これは、法律に基づ、いて 1月 1日現在で行わ

れるものです。

農家のみ なさんは、「選 挙人名簿登載申請書」

をナ是出してください。

選挙人名簿の登載申請 用紙は、 12月15日以降

に行政連絡員等を通 じて各農家に配布 します。

農家のみなさんは、申請書に記入 のうえ 1月

10日までに行政連絡 員等にお渡しく ださい。

1>選挙資格 のある人

0市 内 に住所があ り、 10アー ル以上の農地 を

耕作し ている世帯で、年間60日以上耕作 に

従事している人

o昭和46年 4月 1日以前に生ま れた満20歳以

年末の「ゴミ」の収集は、 12月29日(土)ま

で平常どおり行います。 31日 (月)は休みます。

新年は 1月 4日(金) か ら平常 どおり収集し

ます。

なお、野里不燃物埋立地 は12月31日(月)午前

中まで、自己搬入のみ利用できます。また新年

は 1月 3日(木)から平常どおり 引 き受けます。

休み期間中は、ごみ集積場所はごみ捨て場で

はありませんので絶対にごみを出さないように

お願いします。

燃えるごみ一

高瀬中央衛生センターと稲垣西部衛生センタ

ーの燃えるごみは12月29日(土)まで自己搬入

(無料)で利用できます。

新年は 1月 4日(金)から平常どおり引き受

けます。

初泊者i熱帯1;;開::講;:習禽1持1j
じ〉 日時 平成 3年 1月15日伏)10 : 00-15 : 00 

b場所 勤労者野外 活動施設(狼野長根公園)

じ〉受講資格小学生以上

1>受講料 無料

仁〉講師 五所川原スキー協 会指 導員

1>締切 当 日の午前 9時30分まで

じ〉その他 スキー用具、昼 食持参のこと(貸ス

キーは数 が限定)

1>申し込み先 勤労者野外活動施設 (ft⑮ 3631

番)へどうぞ。

上の人で農家世帯主と同居している親族

( 6親等内の血族配偶者、 3親等内の姻族)

010アール以上耕作している農業生産法人の

組合長または社員(年間60日以上耕作に従

事している人)

じ〉記入事項

①申請者の住所・氏名(押印してください)

②耕作面積

③選挙権のある世帯員の氏名 ・続 柄 ( 世 帯 主

からみた続柄を記入)

④生年月 日

※申請用紙が配布されなかったり、記入上不明

な点、がありましたら市農業委員会(宮⑮ 2111

番内線229・230番 ) へ ご 連 絡 く だ さ い。

国 民 年 金 の保険料の納め忘れはありませんか。

納 め 忘 れ の 保 険料 がありますと、万一 の事故

のときや、年金を請求するときになって、納付

期聞が足りないということで年金が受けられな

いことにもなりかねません。

保 険 料 の 未 納期聞があるとその分、年金額が

少なくなります。 また、保険料の未納期聞が長

くなると、年金が受けられないことにもなりま

すので、保険料が未納とならないように注意し

てください。

確実に訪れる長寿社会のなかで、生計の支え

となる年金が、納め忘れのために受けられない

ということのないように、国民年金の保険料は

毎月キチンと納めるようにしましょう 。

1>日時 平成 3年 1月 1日伏)午前11時

1>場所 市民文化会館 2階

1>会費 1，500円(申し込みと同時に納入くだ

さい。)

1>申し込み締切 12月20日(木)

1>申 し 込 み 先 市管理課または五所川原商工会

言義戸斤

主催 五所川原 市

五所 川 原 商工会議所

市内農業協同組合懇談会



みんなの健康教室 
レ日 時 12月21日（金）午後 1時 、 

レ場 所 市保健センター 	、 

レ講 師 瀬川政信先生 	 l 
（西北中央病院第一内科科長） 

レテーマ 血液の病気 

（白血病、ェィズの最近の話題） 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

Nン
レ
レ
 

日

場
講
 

時

所

師
 

	」 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

祝
 
開
業
六
＋
周
年
 

復
り
来
し
六
十
路
鉄
輪
冬
う
ら
ら
 
三
和
璽
村
 

一
徹
は
貫
稼
に
似
て
ス
ト
ー
ブ
汽
車
 対

馬
障
子
 

六
十
路
越
え
冬
ぎ
る
る
野
に
影
細
く
 内

山
涛
村
 

時
雨
来
て
街
は
俄
か
に
動
き
だ
す
 
木
村
清
香

胸
高
く
白
鳥
遊
ぶ
汀
か
な
 

佐
々
木
夢
衣

冬
構
父
の
締
め
る
手
ま
だ
強
く
 
滝

谷
房
子
 

  

,
 

,
 

 

旬
 

 

平成 2 年（1990年）12月15日 
	

広報ごしょがわら 	 （第725号）⑩ 

   

二年 ＝の 
印鑑証明は ― 
＝二 	お早且に誓与二 

   

        

         

⑥本庁と各支所は12月29日（土）から 1月 3 日（木）ま

で休みます。 

ただし、本庁の市民課は、12月29日（Dは休み、 

31日（月）は午前中窓口業務を行います。 

なお、年末は窓口が混み合います。 印鑑証明

などは 3 か月間有効期間がありますので、必要

な方は早目にどうぞ。 

⑥西北中央病院は、12月28日（金）午後から 1月 3 

日（オく）まーで休み、 1月 4 日（金）から診療（午前中） 

を始めます。 

＠水道の故障修理の受付は、12月28日（金うから 1 

月 4 日（金）まで元町●争水場 （”⑩2639番）で行い  

ます。 

⑥図書館は、12月27日（木）から 1月 4 日（金うまでト区I 

書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

⑥市民文化会館、三道会館は、12月28日（金）から 

1月 3 日（村まで一般開放は行いません0 

⑨歴史民俗資半斗館は、12月27日（木）から 1月 4 日 

（金）まで、中央公民館、働く婦人の家、勤労青少

年ホーム、市民体育館は12月28日（金）から 1月 4 

日（金）まで一般開放を行いません。 

⑨勤労者野外活動施設（狼野長根）は、12月29 

日（土）から 1月 3 日（木）まで一般開放は行いません。 

r 	
保健センター相談日 
I プ； ; ．二； 	=, 	“一I 	」 1=Il' 	; 	I,l" 	‘」ププ白ソ三白rマ 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 45---13 : 00まて、 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル0 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配布します

が、当日つごうで来れない場合は、母子健康

手帳をもって衛生課窓口にセッ トをもらいに

きてください。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児

に限るJ ②病気療養中（特に伝染性の病気） 

のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 H2年 9 月生 1月 8 日因 健康診査 

6 カ 月児 H2年 6 月生 1月16日困 健康相談 

1 歳 児 H元年12月生 1月28日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H元年 7 月生 1月22日因 健康診査 

3 歳 児 S 62年 9 月生 1月17日困 健康診査 

1月11、 18. 25日で’す。（毎週金曜日）。 

ン時間 午前10日寺～午後 3日寺 

ン内容 血圧●則定、尿検査等を含めた健康相談

に J応じますので、赤ちゃんからお年寄りまてら

お気軽にご利用ください。 

子宮がん検診（個別検診）を 

受けましょう 	 ‘ 

レ対象者 市内に居イ主する30歳」』上上の女」生で今 

年度集団検診を受診できなかった方（この検 

診は集団カイ固別のどちらかを年に 1回のみ） 

レ実施期間 随時実施しています 

レ受診方法 市（7片旨定する産婦人科の窓口で申

し込みと同時に受診してください。 

レ料金 1,000円（ただし、五所川原ft 国B引建康

保険加入者、70歳以上の方、生活保護世帯、 

市民税非課税世帯の方は無料一申し込みの際

証明書を提出してください） 

レ持参するもの 健康保険証 

レ指定実施医療機関 川村産婦人科医院、斎藤 

産婦人科医院、吉田産婦人科医院、森田診療所

※詳しいことは、市衛生課（"（⑩2111番内線272 

番）へどうぞ。 
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。本庁 と各支所は12月29日Lりから 1月 3日(木)ま

で休みます。

ただし、本庁の市民課は、 12月29日Lりは休み、

31日(月)は午前中窓口業務を行います。

なお、年末は窓口 が混み合います。印鑑証明

などは 3か月間有効期間がありますので、必要

な方は早目にどうぞ。

。西北中央病院は、 12月28日幽午後から 1月 3

日(木)まで休み、 1月 4日幽から診療(午前中)

を始めます。

。水道の故障修理の受付は、 12月28日(鉛から 1

月 4日働まで、元町浄水場。(ft⑩2639番 )で行い

雪1...(，岳+七官 I目汀、a量E草草i 三~ド芝~"..ム
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[>場所市保健セン夕一

[>受付時間 12: 45-13: 00まで

[>持参するもの 母子健康手帳、 パスタオル。

3蔵児は尿検査も行 いますので、当日小ピン

に尿を入れでもってきてください。

※注意 ① 6ヵ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫(小児がん)の検査セットを配布します

が、 当日つごうで来れない場合は、母子健康

手帳をもって衛生課窓口にセットをもらいに

きてください。(ただし生後 6ヵ月、 7ヵ月児

に限るJ②病気療養中(特に伝染性の病気)

のお子さんはご遠慮ください。

月 齢 対象児 期 日 内容

3 ヵ月児 H 2年 9月生 1月8日伏) 健康診査

6ヵ月児 H 2年 6月生 1月16日(水) 健康相談

1 歳 児 H元年12月生 1月28日(月) 健康相談

1歳6ヵ月児 H冗年 7月生 1月22日伏) 健康診査

3 歳児 S62年 9月生 1月17日(木) 健康診査
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0図書館は、 12月27日(本)から 1月 4日 働 ま で 阿

古の閲覧と貸し出し業務は行いません。

。市民文化会館、三道会館は、 12月28日(鎚から

1月 3日(木)まで一般開放は行いません。

。歴史民俗資料館は、 12月27日(木)から 1月 4日

也まで、中央公民館、働く婦人の家、勤労青少

年ホ ーム 、市 民体 育館 は12月28日幽から 1月 4

日幽まで一般開放を行し冶ません。

@勤労者野外活動施設(狼野長根)は、 12月29

日Lりから 1月 3日(木)まで一般開放は行いません。

: :::保健健健e;:有νμ:j仇:
1月1日1、18、 25日です。(毎週金曜日)0

b時間 午前10時~午後 3時

[>内 容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用くださしミ。

矛宮;が;九検診;，(1，1固男!l検診}J;をを
受ft'すl'ヘままzまままま じじsγ':J:訴公どララ 九γ九gJs¥ソ8J'¥γeJt九γeJa九川g

[>対 象者 市内に居住する30歳以上の女性で今

年 度 集 団 検 診 を 受 診 で き な か っ た 方 ( こ の 験

診は集団か個別のどちらかを年に 1回のみ)

仁〉実施期間 随時実施しています

[>受診方法 市の指定する産婦人科の窓口で申

し込みと同時に受診してください。

じ〉料金 1，000円(ただし、五所川原市国民健康

保険加入者、 70歳以上の方、生活保護世帯、

市 民 税 非 諜 税 世 帯 の 方 は 無 料 一 申 し 込 み の 際

証明書を提出してください)

[>持参するもの健康保険証

[>指 定 実 施 医 癒 機 関 川村産婦人科医院、斎藤

産婦人科医院、吉田産婦人科医院、森田診療所

※詳しいことは、市衛生課 (ft⑮2111番内線272

番)へどうぞ。

みんなの健康教室
b日 時 12月21日幽午後 1U寺¥
1>場所市保健センタ- ¥ 

1>講師瀬川政信先生 | 

(西北中央病院第一内科科長)

1>テーマ血液の病気

1>主 催

(臼血病、 エイズの最近の話題)

北五医師会・市保館前義会


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010

